
◆ 第６４回卒業証書授与式について

１日(木) 第６４回卒業証書授与式が、多数のご来賓のご臨席のもとで挙行されました。
国歌・校歌斉唱、学校長式辞の後、県教育委員会、県知事、同窓会長、ＰＴＡ会長より、
それぞれ祝辞が述べられました。卒業生答辞では、卒業生を代表して藪野昇希さんより、
耐久高校での思い出や、今まで支えてくださった方々への感謝の言葉が述べられました。
また卒業記念寄付として、ウォータークーラーが贈られました。厳粛さとともに暖かみのあ
る素晴らしい卒業証書授与式となりました。

◆ 防災実技訓練・防災学習について

１５日(木) １年生生徒対象に湯浅広川消防組合お
よび和歌山県総合防災課の協力のもと、防災実技訓
練が行われました。この訓練は、自然災害に備えて
防災への意識を高め、地域防災の担い手として社会
貢献できる力の育成を目的として実施しています。主
な訓練内容は、ロープワーク、消火訓練、１１９番通
報訓練、簡易担架搬送訓練、煙体験及び、県総合
防災課起震車体験を班別により実施しました。

また、同日２年生生徒対象に、湯浅警察署の協力
のもと、津波避難訓練及び防災学習が行われました。
東日本大震災では、発生した大津波により甚大な人
的被害がありました。このことから日頃から津波の脅威を十分認識するとともに、津波に対
する備えを整え、いざという時に迅速に避難できるようにしておくことが必要であると考えら
れます。今回の津波避難訓練では、迅速な避難のため新設された避難出口より、２次避難
場所である湯浅城公園まで避難する訓練を実施しました。この訓練で、突発的な地震発生
時の避難経路、避難場所の確認が行われました。また、津波のしくみや緊急地震速報の確
認などについても学びました。災害から自らの命を、どのようにして守るかを再確認し、近
い将来予想される東南海・南海地震をはじめとする地震に対する危機意識を高めるための
有効な取り組みとなりました。

◆ 特別活動体験発表会について

１６日(金) 本校体育館において、特別教育活動体験発表会が行われました。この発表会は、本校の特別教育活動の活性化と生徒
達の努力の過程を知ることで、生徒一人ひとりが、目標を持って努力していくためのインセンティヴとすることを目的として、毎年開
催しています。今年度は、部活動、進路決定に向けて努力したことなどを２名の卒業生を含む１３名が発表しました。この中には２月
に行われた２学年の学年発表会において優れた発表を行った生徒も含まれています。発表の内容は『進路実現に向けて』、『私と空
手』、『吹奏楽で得たこと』『留学で学んだこと』『中学校の武道必修化』、『安楽死法の制定』、『We should be able to do now』等で
した。学校生活で得たさまざまなことを、生徒全員で共有することにより、各自が充実した学校生活を送ることができる契機になるこ
とを期待します。

◆ アメリカ ケンブリッジ高校短期留学について

１３日(火)～２７日(火) 国際理解教育の推進を教育の柱の一つと位置づけている本校にとって、大切な行事である短期留学団が１３
日(木)、保護者・職員に見送られ１５日間の研修に出発しました。今回の留学団は、稲垣・後藤教諭が引率し、１年生1名２年生８名
の計９名が、姉妹校のケンブリッジ-アイサンティ高校を訪問し、語学研修とホームスティ、諸行事への参加等の体験を積み、異文化
理解を深めること等を目的とし実施しました。現地で様々な交流や学習を進める中、２１日日本時間７：３０より短期留学中の生徒と教
員が、本校とのテレビ会議システムを活用し、近況の報告を受けました。参加生徒の保護者の方々も多数参加されました。27日深
夜、留学団が帰国し本年度の短期留学を無事終えることができました。今回の短期留学が、今後の高校生活の糧とするだけでなく、
この貴重な体験を生かし、生涯を通じて自分自身を大きく成長させる機会になることを期待します。
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